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 第 3 章～第 6 章が本論である。第 3 章と第 4 章は、一語文としての呼びかけ語についての考察であり、












































 審査会は、2015 年 7 月 1 日（水）の 17 時 50 分より 19 時 20 分まで言語系セミナー室において開催さ
れた。審査委員の構成は、予備論文のそれと同じであり、指導教員の宮崎、副指導教員の辻特任教授、
堤准教授ほかに、社会言語学・音声学の専門家として中東准教授に加わっていただいた。 
 提出された論文の分量は、A4 で 121 枚、約 174,200 字である。関連業績としては、本論文の中心的な
























る。第 4 章では、ドラマのセリフのイントネーションを模倣した音声をソフトウェアで解析し、第 3 章
で記述した呼びかけ一語文の意味をイントネーションの観点から類型化している。イントネーションが
呼びかけ一語文の意味のどの側面で働いているのかを明らかにしている点に意義が認められる。 




 第 6 章は、予備論文の提出後に補った章であり、感動詞と呼びかけ語のコンビネーションという応用
的な課題に取り組んでいる。考察はシンプルで、共起する感動詞の種類については目新しいものはない
が、位置関係が固定されているペア、位置関係の違いによって意味が変わってくるペアがあるという指
摘は、呼びかけ語の位置と意味の関係をミニマルな形で示すことになっており、大変興味深い。 
 以上のように、本論文は、膨大な時間と労力を要するデータ構築の上に成り立つ実証的な研究である
とともに、方法論の面でも高いオリジナリティーをもち、それぞれの章に明確な発見が見られる。呼び
かけ語をどのように研究したらよいかということに対する一つの指針を示したものとして、今後のこの
方面の研究の活性化に貢献することも期待できる。ただし、審査会においては、複数の審査委員から次
のような問題点が指摘された。それは、研究史を記述した章において先行研究と本研究の関係が十分に
明らかにされていないという点、記述の荒さが目立つ部分があるという点、意味の記述にアドホックな
部分があるように見える点、各章の結論を有機的につないでさらに大きな結論へと至る努力が必要であ
る点、などである。これらは、いずれも重要な指摘ではあるが、本論文の主張の根幹や方法論の妥当性
に大きく影響するようなものではないと考えられる。 
 審査会では、審査委員全員一致で、総合的に判断して本論文は学位授与にふさわしいものであるとい
う結論に達した。 
 
  
